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別添２１ 今後の核融合研究開発におけるチェック・アンド・レビュー項目（案） 

 
項目 中間段階での C&R までの達成目標＊ 原型炉段階への移行判断 

①実験炉による自己加

熱領域での燃焼制

御の実証 

・ITER 実機を踏まえた実験炉の技術目標の達成計

画の作成。 

 ITER による Q=20 程度以上の（数１００秒程度

以上）維持と燃焼制御の実証。 

②実験炉によるQ=5以

上の非誘導定常運

転の実現 

・ITER 実機を踏まえた達成計画の作成。  ITER による Q=5 以上の非誘導電流駆動プラ

ズマの長時間維持（1000秒程度以上）の実証。 

③実験炉による統合化

技術の確立 

 ITER 施設の完成。 

 機器製作・据付・調整に関わる統合化技術の取

得。 

 ITER の運転・保守を通した統合化技術の確

立。安全技術の確認。 

 

④経済性見通しを得る

ための高ベータ定常

運転法の確立 

・ITER 支援研究と定常高ベータ化準備研究の遂行

とトカマク国内重点化装置による研究の開始。 

 トカマク国内重点化装置等による無衝突領域

での高ベータ（βN=3.5-5.5）定常運転維持の達

成。 

⑤原型炉に関わる材

料・炉工学技術開発 

 発電ブランケットの技術基盤の整備の完了。

ITER での機能試験に供する試験体の製作を完

了。 

 低放射化フェライト鋼の原子炉照射データを

80dpa レベルまで取得し、核融合と類似の中性子

照射環境における試験に供する材料を確定。 

 ITERでの低フルエンスDT実験により、発電ブ

ランケットのトリチウム増殖・回収機能や除熱・

発電機能を実証。 

 80dpa レベルまでの低放射化フェライト鋼の重

照射データの検証を完了。 

⑥原型炉の概念設計  原型炉の全体目標の策定。 

 原型炉概念設計の基本設計。 

 炉心、炉工学への開発要請の提示。 

・炉心、炉工学技術の開発と整合をとった、原型

炉概念設計の完了。 

＊ITER 機構の発足後、10 年程度を想定。 
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